


入について、支援いただきたい。 

○ 企業における障がい者の一般就労に関して、障がい者の就労支援だけでなく、定着支援を

いかに実施していくのかという面で、行政としてのサポートをしてほしい。また、福祉作

業所における福祉的就労に関して、なかなか工賃のアップにつながっていかない面が課題

である。福祉作業所の職員へのサポートが必要である。その結果として、障がい者の工賃

がアップし、安定した生活につながるのではないか。 

○ 新規就農者への支援策が、40 歳未満の方という年齢制限を緩和してほしい。 

 

【知事の発言】 

皆さんからのご意見を受け、知事からは次のような発言がありました。 

 

○ 伊賀忍者ビーフカレーを食べると、子どもが忍者のようにすばやくなれるとか、かしこく 

なれるとか、そういうＰＲができればおもしろい。子ども向けの甘口もあればよい。 

○ じゃらんの読者アンケートによると、「自分の住んでいる地域が好きな人が多い地域ほど、

観光客が多い。」という結果がでている。観光客にたくさん来ていただくには、自分の住ん

でいる地域を好きになることが大前提である。 

○ メロンの糖度を測定する機器については、補助で台数を増やすのがいいのか調べて 

検討したい。また、工業研究所で検査機器を無料で貸し出している。県内の拠点と

なる施設に検査機器を置くことも考えられる。研究機関で調べたい。 

○ 県では、平成２２年に企業における障害者雇用実態調査を実施した。一度雇用したが、障

がい者雇用をやめた企業が約１５％あった。現在その要因を分析しており、来年度県とし

て障がい者の定着支援をどうしていくのか検討している。企業が障がい者雇用をなぜやめ

たのか、景気の影響とか、仕事を分担させる難しさとか、対応の難しさなどの要因が考え

られるが、どういうサポートが必要かについてしっかり分析して、定着支援に取り組んで

いきたい。 

○ 新規就農者への支援については、国の制度を確認したい。 
 



 


